
金
滞
古
蹟
志
巻
叶
四

及
=
再
一
三
仲
光
倒
惑
不
v
及
=
返
答
↓
時
一
子
幸
蒋
丸
諌
v
父
去
。
我
今
年

十
五
歳
.
美
女
丸
同
年

a

商
貌
叉
相
似
。
爾
者
殺
v
我
助
昌
美
女
丸
-
公

J

止
v

柑
明
。
仲
光
練
所
難
v
嘗
v
理
。
殺
=
我
子
-
失
目
慈
愛
護
随
晶
君
命
-
則
且
遼
=
君

臣
遭
っ
進
退
更
難
v
緋
而
荏
然
。
幸
蒋
霊
諌
切
@
何
不
v
得
v
止

ψ

終
幸
帯

討
v
頭
令
v
見
昌
満
仲
吋
美
女
丸
薫
登
a
叡
山
↓
自
v
爾
恵
心
成
田
桑
子
吋
剃
髪

名
競
a
源
奨
機
熱
時
至
.
盤
雰
勤
修
串
不
v
怠
。
後
住
昌
多
聞
之
小
童
寺
↓

然
悲
母
美
女
丸
既
聞
v
被
v
容
。
愁
情
涙
無
v
止
。
終
雨
限
智
成
z
盲
人
五
知

商
存
v
命
。
正
賞
品
美
女
第
三
周
忌
-
謂
昌
恵
心
情
都
一
恵
心
感
v
諦
伴
a
源
賢
-

歪
昌
瀦
仲
錦
之
ヂ
掛
a

所
持
悌
傑
立
祝
且
滞
日
土
快
楽
井
有
昌
親
子
相
迎
接
ご
翻
昌

西
方
滞
業
↓
悲
母
至
心
信
柴

d

稀
名
切

a

時
此
隼
容
放
昌
光
明
-
照
a

悲
母
一

宮
限
忽
活
明
。
恵
心
得
v
時
呼
a
出
一
源
賢
吋
依
且
神
光
父
子
忠
義
ゴ
免
v
死
悔
a

先
安
部
叩
v
守
且
如
来
禁
戒
-
引
全
源
賢
針
昌
商
父
母
-
欝
往
週
間
腕
=
西

方
一
行
-
一
試
そ
巳
上
奮
記

自
v
繭
此
牟
容
安
昌
也
多
問
家
-
而
納
桑
裏
賓
庫
一
共
後
人
王
百
二
代
稽

光
院
御
字
。
納
品
本
山
滞
華
院
二
悶
蛍
寺
関
山
。
本
山
滞
華
院
第
三
十
六

世
組
。
依
v
之
車
中
岡
荷
且
槍
此
傘
容
-
下
a
向
北
闘
↓
開
a
心
建
造
場
-
定
昌
利
物

地
吋
故
此
傘
容
今
留
a
賞
山
刊
一
於
a
至
心
宿
掛
mmA-
者
e

国
滞
現
賞
二
世
志

願
.
必
数
多
異
論
。
時
之
-
Z
爾。

&-

五
月
十
二
日
終
務

右
は
古
墳
の
銘
友
り
。
加
州
河
北
郡
卯
辰
山
滞
土
宗
心
建
枇
境
内
に

有
り
。
天
保
凶
年
今
の
翠
蜜
梅
同
年
風
催
主
と
し
て
、
土
ぎ
盛
り
石

を
積
み
て
一
丈
徐
に
築
上
げ
、
玉
塩
を
結
弘
、
灯
筒
-
封
を
置
き
‘

傍
に
新
砕
を
建
て
、
銘
を
予
に
需
む
。

銘

烏
翠
基
北
枝
先
生
は
北
方
の
逸
人
也
と
時
停
に
も
い
へ
り
。
さ
る
を

近
世
に
至
り
て
は
、
下
流
を
く
む
も
の
海
内
略
な
か
ば
に
も
及
ぺ

り
。
吾
徒
の
愉
快
走
に
過
ぎ
た
る
は
あ
ら
じ
。
年
風
と
先
び
古
墳
を

再
飾
し
て
名
牡
を
輝
か
せ
り
。
左
停
に
所
謂
大
徳
百
世
と
れ
を
拠
る

と
あ
る
も
‘
人
必
宇
是
を
-
肥
る
に
は
あ
ら
宇
。
天
よ
り
人
を
し
て
ま

同

つ
ら
し
む
る
も
の
怠
ら
ん
と
、
頓
首
再
拝
し
て
識
v
之。

千
代
を
ふ
る
初
花
咲
き
ぬ
壌
の
苔

叉
梅
室
の
花
賀
集
に
も
、
廓
越
先
生
を
祭
る
日
の
伺
註
に
云
ふ
。
右

天
保
六
年
五
月
十
二
日
卯
炭
山
於
昌
心
蓮
枇
一
翠
護
組
北
枝
翁
の
古
墳

を
あ
ら
た
め
築
き
け
る
折
の
一
願
、
訟
も

τの
み
を
愛
K
晶
崎
市
を
得

て
し
る
す
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
、
右
俳
書
共
に
て
見
れ
ば
、
昔

よ
り
の
碑
石
は
越
北
枝
先
生
基
と
彫
刻
せ
し
を
‘
天
保
の
初
修
繕
を

金
滞
古
股
志
巻
叶
四

ニ
O

ロ
停
云
此
隼
容
。
始
五
十
一
一
宅
四
十
八
隼
滞
土
蹄
。
今
三
象
。
印
四
十

八
隼
闘
霊
跡
有
v
之
.
不
思
議
云
ぺ

子
v
時
寅
永
第
三
丙
成
天

心
蓮
枇
第
十
一
世
住
敬
白

。
烏
翠
蓋
北
枝
墳

心
蓮
枇
の
境
内
に
あ
り
。
碑
石
は
川
石
に
、
左
の
如
〈
彫
刻
す
る
の
，

み。a 《享
豆~ "保・
月 北v 三
十年
二枚
日

務

月

堂

施
主

先

生

寺
備
の
僻
訟
に
云
ふ
。
北
枝
は
蛍
寺
の
檀
下
に
て
、
共
の
子
孫
を
捌

屋
某
と
稀
し
、
世
々
一
檀
家
た
り
し
か
ど
、
子
孫
迭
に
断
絶
し
て
、
此

の
墳
墓
も
盆
績
を
躍
る
ま
L
温
々
-
破
寝
せ
し
を
、
近
年
俳
人
の
褒
起

に
て
修
遣
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
俳
林
小
停
に
一
式
ふ
。
北
枝
夜

後
金
棒
卯
辰
山
心
建
合
葬
。
銘
田
昌
趨
北
枝
先
生
基
↓
と
見
h
、
叉
梅

室
伺
集
に
も
。

享
保
三
戊
成
年

越
北
枝
先
生
基

。
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加
へ
、
さ
て
更
に
新
砕
を
共
の
側
に
建
て
、
梅
室
の
仮
宇
碑
文
を
彫

刻
せ
し
が
、
共
の
後
新
古
の
雨
砕
石
共
に
破
壊
し
て
、
更
に
今
の
碑

石
を
ぽ
建
て
た
る
た
る
ぺ
し
。

O
烏
翠
蓋
北
枝
侮

北
枝
は
北
越
に
て
蕉
風
俳
譜
の
鼻
飽
也
。
烏
隼
華
或
は
越
翠
基
と
鋭

し
.
俳
名
を
北
枝
と
稀
す
。
金
揮
の
町
人
研
屋
彦
兵
衛
の
二
男
に
て
、

俗
名
を
次
郎
左
衛
門
と
呼
ぺ
り
。
俳
譜
体
系
に
森
氏
と
あ
れ
ど
、
卯

辰
集
に
立
花
氏
北
枝
と
税
制
せ
た
り
。
俳
林
小
停
に
も
、
加
賀
藩
中
研

師
立
花
三
郎
右
衛
門
牧
童
が
弟
也
と
あ
り
。
加
賀
・
能
登
・
越
中
等
.

北
陸
道
に
芭
蕉
の
門
人
共
の
数
多
し
と
い
へ
ど
も
、
北
枝
を
ぽ
随
一

と
・
な
し
た
り
。
故
に
蕉
門
十
哲
の
一
人
と
す
。
武
州
許
六
が
撰
越
せ

し
風
俗
文
選
作
者
列
停
に
も
、
北
枝
加
州
金
津
之
人
也
。
議
夜
工
吋

見
邑
蕉
翁
-
好
a
風
雅
吋
北
方
之
逸
士
也
。
と
記
載
す
。
俳
家
奇
人
停
に
云

ム
。
北
枝
は
金
援
の
磨
エ
に
し
て
、
牧
童
が
弟
左
り
。
蕉
翁
そ
の
俳

才
を
感
じ
て
北
方
の
逸
士
と
稀
す
。
初
め
共
の
友
如
柳
、
軒
を
た
ら

ぺ
て
酒
を
欝
ぐ
。
枝
素
よ
り
噌
む
ゆ
ゑ
に
、
日
毎
に
行
き
て
院
鰭
が

《
日
々
》

強
濯
に
旬
旬
ふ
の
風
流
を
蚤
し
た
り
。
か
く
夜
々
の
事
怠
れ
ば
、
柳

も
す
と
し
は
倦
み
た
る
気
色
怠
れ
ば
、
此
頃
絶
え
て
言
ひ
寄
る
ぺ
き




